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初校

２
０
２
５
年
４
月
13
日
か
ら
１
８
４

日
間
に
わ
た
り
大
阪
・
関
西
万
博

が
開
催
さ
れ
、
赤
十
字
は
国
際
赤
十
字
・

赤
新
月
運
動
館
を
展
開
し
、
31
万
人
を
超

え
る
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
７
年
に
は
日
本
赤
十
字
社

が
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
講

演
会
は
、
こ
れ
ら
の
節
目
を
見
据
え
、
令

和
７
年
11
月
８
日（
土
）に
日
本
赤
十
字
社

社
長 

清
家
篤
氏
を
お
招
き
し
、「
未
来
を

拓
く
赤
十
字
の
人
道
支
援
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
赤
十
字
は
、
苦
し
ん
で

い
る
人
を
救
い
た
い
と
い
う
思
い
を
結
集

し
、
い
か
な
る
状
況
下
で
も
、
人
間
の
い

の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
」
と
い
う
、

赤
十
字
の
基
本
理
念
で
あ
る
人
道
支
援
の

重
要
性
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
や
労
働
人

口
の
減
少
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
赤

十
字
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
、
将
来
に
向

け
た
赤
十
字
運
動
の
展
望
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
参

加
し
た
学
生
、
教
職
員
及
び
一
般
市
民
が

人
道
支
援
へ
の
理
解
を
深
め
、
将
来
の
社

会
貢
献
へ
の
意
識
を
高
め
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
本
学
看
護
学
部
の
学
生
に

と
っ
て
は
、
実
社
会
で
求
め
ら
れ
る
倫
理

観
や
国
際
的
視
野
を
養
う
貴
重
な
学
び
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、本
講
演
会
は
、

こ
の
ほ
ど
開
学
25
周
年
を
迎
え
た
本
学
に

対
す
る
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
へ
の
感
謝
を
、
改
め
て
共
有
す
る
機

会
と
も
な
り
ま
し
た
。
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拓
く

赤
十
字
の
人
道
支
援
」
を
開
催
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初校

２
０
２
６
年
１
月
17
日（
土
）か
ら
18

日（
日
）の
２
日
間
に
わ
た
り
厳
冬

期
避
難
所
展
開
・
宿
泊
演
習2026

（
以

下
、
厳
冬
期
災
害
演
習2026

）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
１
２
４
名
の
防

災
担
当
者
、
災
害
保
健
医
療
福
祉
従
事
者

が
集
ま
り
、
そ
の
う
ち
１
０
７
名
は
外
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
10
℃
ま
で
低
下
す
る
中
、

本
番
さ
な
が
ら
の
体
育
館
に
て
厳
冬
期
の

宿
泊
演
習
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
の
演
習
も
継
続
し
てTKB+

W

（
ト
イ

レ
・
食
事
・
ベ
ッ
ド
・
暖
房
）
を
網
羅
し

つ
つ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
大
き
な
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ（
Ｔ
）の
パ
ー
ト
で
は
誰
で
も
行

け
る
ト
イ
レ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
室
内
の

携
帯
ト
イ
レ
、
屋
外
の
仮
設
ト
イ
レ
と
コ

ン
テ
ナ
ト
イ
レ
の
３
種
を
男
性
は
男
性
用

ト
イ
レ
、
女
性
は
女
性
用
ト
イ
レ
に
特
化

し
て
整
備
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
コ
ン
テ

ナ
ト
イ
レ
を
避
難
所
入
口
近
傍
に
直
置
き

し
、ス
ロ
ー
プ
の
設
置
を
試
み
る
こ
と
で
、

質
の
高
い
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
の
抑
制
を
検

証
し
ま
し
た
。

　

食
事（
Ｋ
）の
パ
ー
ト
で
は
蓄
電
池
で
駆

動
さ
せ
る
電
子
レ
ン
ジ
（
蓄
電
池
駆
動
レ

ン
ジ
）
に
よ
り
、
多
様
な
種
類
の
冷
凍
食

品
を
災
害
時
に
も
使
用
可
能
と
す
る
取
り

組
み
を
検
証
し
、
災
害
時
の
食
の
重
要
性

を
体
感
し
ま
し
た
。
災
害
食
は
衛
生
が
保

た
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
大
量
調
理
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
冬
期
に
寒
冷

環
境
の
状
況
で
は
炊
き
出
し
を
す
る
支
援

者
側
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
と
と
も

に
、
出
来
上
が
っ
た
食
べ
物
を
受
け
取
る

た
め
に
屋
外
に
並
ぶ
こ
と
は
現
実
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
食
べ
な
れ
て
い
る
冷

凍
食
品
を
自
ら
で
レ
ン
ジ
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
は
、
そ
の
時
に
食
べ
た
い
も
の
、
温
か

い
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
同
時
に
咀
嚼
機
能
に
配
慮
し
た
嚥

下
食
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
も
個
別
に
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
演

習
で
は
６
種
類
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
内
で
の
団
ら
ん
に
も
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

就
寝
生
活
環
境（
Ｂ
）の
パ
ー
ト
で
は
、

国
が
示
し
た
指
針
に
基
づ
き
避
難
所
開
設

時
に
ベ
ッ
ド
化
・
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
化
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
本
学
は
４
０
０

台
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
備
蓄
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は

重
量
が
あ
り
容
積
が
大
き
く
搬
送
に
は
多

大
な
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
今
年
度
は

40
台
を
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
70
台
は
ス

チ
ー
ル
ベ
ッ
ド
と
し
て
、
搬
送
を
含
め
、

設
営
に
か
か
る
時
間
と
労
力
を
検
証
し
ま

し
た
。
展
開
に
約
８
分
か
か
る
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
と
比
べ
、
ス
チ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
30
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厳
冬
期
災
害
演
習2026

が

開
催
さ
れ
ま
し
た

秒
で
完
成
す
る
た
め
、
全
体
の
設
営
時
間

は
約
⅓
に
短
縮
さ
れ
、
国
の
目
指
す
避
難

所
開
設
時
の
ベ
ッ
ド
化
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、一
人
用
ワ
ン
タ
ッ

チ
テ
ン
ト
を
ベ
ッ
ド
上
部
に
設
置
す
る
こ

と
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
ち
、
保
温
に
よ

る
暖
房
に
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
見
出

し
ま
し
た
。

　

暖
房（
Ｗ
）の
パ
ー
ト
で
は
熱
交
換
式
ダ

ク
ト
ヒ
ー
タ
ー
２
基
を
屋
外
な
ら
び
に
屋

内
に
設
置
し
、
駆
動
用
の
電
源
は
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
か
ら
供
給
し

て
一
晩
持
続
運
転
さ
せ
ま
し
た
。
ダ
ク
ト

ヒ
ー
タ
ー
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
で
屋
外
か

ら
温
め
ら
れ
た
新
鮮
な
空
気
が
流
入
し
、

二
酸
化
炭
素
が
減
少
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
冬
の
暖
房
設
備
と
し
て
の
有
用
性
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

厳
冬
期
災
害
演
習2026

に
お
い
て
は

本
学
学
生
も
災
害
専
門
職
能
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
グ
ル
ー
プ
の
中
に
参
画
し
、
濡
れ

な
い
足
湯
の
提
供
を
は
じ
め
数
多
く
の
演

習
項
目
の
運
営
に
従
事
し
ま
し
た
。
他
の

看
護
系
大
学
で
は
得
ら
れ
な
い
赤
十
字
の

本
学
だ
か
ら
こ
そ
の
取
り
組
み
の
中
で
活

躍
で
き
、
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
貢

献
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
検
証
の
模
様
は
、
左
記
の
サ
イ

ト
か
ら
閲
覧
可
能
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

記事をもっと+
プラス

NHKONE web 記事

HBC「もうひとホリ」
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初校

令
和
７
年
７
月
24
日
に
北
海
道
北
見

緑
陵
高
等
学
校
、
続
い
て
同
年
９

月
９
日
に
は
北
見
藤
高
等
学
校
と
本
学
は

高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
調
印
式
を
執
り

行
い
、
新
た
に
高
大
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
学
は
令
和
５

年
に
締
結
し
た
北
海
道
北
見
柏
陽
高
等
学

校
と
の
協
定
を
含
め
、
計
３
校
と
の
高
大

連
携
体
制
を
構
築
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

本
協
定
は
、
大
学
と
高
校
が
相
互
の
信

頼
関
係
に
基
づ
き
包
括
的
に
連
携
し
、
教

育
・
研
究
面
で
の
交
流
を
進
め
る
こ
と
で
、

高
校
生
の
視
野
を
広
げ
、
進
路
へ
の
意
識

や
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
学

が
求
め
る
学
生
像
や
教
育
内
容
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
双
方
の
教

育
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
社
会
の
発
展
と

人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

調
印
式
後
に
は
高
大
連
携
推
進
会
議
を

開
催
し
、
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
後
期
に
は
北
見
緑

陵
高
等
学
校
の
生
徒
が
本
学
の
授
業
を
聴

講
し
、「
高
校
と
大
学
の
違
い
を
知
り
将

来
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」「
実
技
を
経
験

し
看
護
師
の
仕
事
へ
の
興
味
が
深
ま
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
出
張
講
義
や
合
同
研
修
、
教
育

及
び
研
究
に
関
す
る
情
報
交
換
を
通
じ
て

連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
地
域
の
人
材
育
成

に
一
層
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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高
大
連
携
協
定
締
結

北
見
緑
陵
高
校
・
北
見
藤
高
校

令
和
７
年
９
月
30
日
、
本
学
と
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
株
式
会
社（
東
京
）は
、

看
護
教
育
に
お
け
るICT
活
用
を
推
進

す
る
た
め
、
産
学
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
本
協
定
は
、
看
護
師
育
成
の
質
的

向
上
、
地
域
医
療
支
援
の
強
化
、
そ
し
て

医
療
現
場
に
お
け
る
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
促
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
両
者
は
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
開

発
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
研
究
支
援
、
学
習
支
援
ツ
ー
ル
の
導

入
な
ど
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を
展
開
す

る
予
定
で
す
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
開
発
し
た
人
型
ロ
ボ
ッ

ト「Pepper

（
ペ
ッ
パ
ー
）」の
導
入
で
す
。

ペ
ッ
パ
ー
は
、学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
高
め
る
対
話
型
訓
練
や
模
擬
患
者

と
し
て
の
実
践
的
な
看
護
演
習
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
施
設
な
ど
と
の

連
携
を
通
じ
て
、
地
域
福
祉
と
の
つ
な
が

り
を
強
化
す
る
役
割
も
担
い
ま
す
。
加
え

て
、遠
隔
地
の
教
育
現
場
に
お
い
て
も
ペ
ッ

パ
ー
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
指
導
が
可

能
と
な
り
、
地
域
間
の
教
育
格
差
是
正
に

も
貢
献
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
の
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
導
入
は
、
医
療
資
源

が
限
ら
れ
る
地
域
で
も
質
の
高
い
看
護
教

育
を
可
能
に
し
ま
す
。
本
学
は
、現
場
ニ
ー

ズ
に
基
づ
い
た
実
践
的
な
教
育
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
し
、ICT

技
術
と
の
融
合
に
よ

る
次
世
代
教
育
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、
学
生
は
将
来
の
医
療
課
題
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
と
し
て
成
長
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
協
定

は
、
教
育
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
に
よ

る
新
た
な
価
値
創
出
の
好
例
と
し
て
、
今

後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
と
の

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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初校

２
０
２
５
年
８
月
29
日
・
30
日
の
２

日
間
、
一
般
社
団
法
人
日
本
看
護

学
教
育
学
会
第
35
回
学
術
集
会
が
本
学
と

北
見
工
業
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歴

史
あ
る
日
本
看
護
学
教
育
学
会
学
術
集
会

の
本
学
で
の
開
催
は
、
２
０
０
９
年
の
第

19
回
学
術
集
会
以
来
２
回
目
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
学
術
集
会
で
は
、
安
酸
史
子

学
長
が
大
会
長
を
務
め
、
地
域
に
根
ざ
し

た
学
術
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、
対
面
・

オ
ン
ラ
イ
ン
に
加
え
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
多
く
の

研
究
者
・
教
育
者
が
参
加
し
、
看
護
学
教

育
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
、
実
り
あ
る
学
術
集

令
和
７
年
７
月
25
日
、
本
学
は
北
見

青
年
会
議
所
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
言
書
調
印
式
を
執
り
行
い
、
協

力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
本
協
定
は
、

今
後
も
友
好
的
な
関
係
を
構
築
し
、
災
害

時
の
連
携
や
地
域
事
業
構
築
の
協
力
関
係

を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
で
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に

「
ふ
る
さ
と
北
見
応
援
寄
附
金（
北

見
ふ
る
さ
と
納
税
）」
と
し
て
北
見
市
と

の
間
に
お
け
る
納
税
制
度
を
活
用
し
た
相

互
協
力
を
締
結
し
、
今
年
の
１
月
で
２
年

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

本
学
同
窓
会
の
公
式Instagram

な
ど

で
周
知
を
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

令
和
７
年
は
２
１
８
５
人
の
方
か
ら
計

３
６
８
２
万
８
千
円
の
寄
附
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
寄
附
金
の
う
ち
25
パ
ー
セ

ン
ト
が
北
見
市
か
ら
補
助
金
と
し
て
本
学

に
支
払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ま
よ
り
頂
い
た
寄
附
金
は
、
本
学

の
教
育
環
境
の
充
実
化
や
設
備
等
に
有
効

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
の
方
を
始
め

と
し
て
、
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
大
学
、
皆

さ
ま
に
貢
献
で
き
る
大
学
を
目
指
し
、
更

な
る
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
北
見
市
お
よ

び
北
見
市
観
光
協
会
の
協
力
に
よ
り
、
会

場
内
で
は
北
見
市
の
特
産
品
紹
介
も
実
施

さ
れ
、
来
場
者
が
こ
の
地
域
の
文
化
や
魅

力
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、「
ナ
ー
シ
ン
グ
・
サ
イ

エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ2025

」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ナ
ー
シ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

カ
フ
ェ
は
、
高
校
生
と
看
護
専
門
職
者

が
「
看
護
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
人
気
企

画
で
、
将
来
、
看
護
職
を
目
指
す
若
い
世

代
に
看
護
の
魅
力
を
伝
え
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
看
護
を
学

ぶ
体
験
を
経
て
進
学
す
る
―
日
本
赤
十
字

北
海
道
看
護
大
学
に
お
け
る
高
大
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、
山
本
美
紀
学
部

長
か
ら
本
学
が
取
り
組
む
高
大
連
携
の
概

要
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
校

時
代
に
大
学
講
義
の
聴
講
や
入
学
前
教
育

を
体
験
し
本
学
に
進
学
し
た
２
年
生
３
名

（
長
野
美
季
さ
ん
、
松
井
の
え
る
さ
ん
、

米
澤
美
怜
さ
ん
）
が
、
体
験
を
通
じ
て
学

習
意
欲
や
進
学
へ
の
確
信
が
高
ま
っ
た
こ

と
を
語
り
ま
し
た
。
協
定
校
で
あ
る
北
海

道
北
見
柏
陽
高
等
学
校
の
後
藤
禎
和
校
長

と
高
校
生
２
名
か
ら
も
、
高
大
連
携
が
も

た
ら
す
成
果
や
今
後
へ
の
期
待
が
述
べ
ら

れ
、参
加
者
か
ら
は「
高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
多
く
の
肯
定
的
な
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
学
術
集
会
の
運
営
に
は
、
学
部
生
・

大
学
院
生
・
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
受
付
対
応
や
会
場
誘
導
、
配
信

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
円
滑
な
進
行
を

支
え
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
丁
寧
で

温
か
み
の
あ
る
対
応
に
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
、
学
内
の
協
働
体
制
の
強
さ
を
示
す

場
と
も
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
学
術
集
会

は
、
学
び
と
地
域
、
そ
し
て
未
来
を
つ
な

ぐ
本
学
の
姿
勢
を
象
徴
す
る
２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

事
業
に
つ
い
て
応
援
し
、
事
業
の
際
に
は

協
力
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
事
業
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
事
務
局
に
て
情
報
交

換
を
行
い
ま
す
。
災
害
時
に
お
い
て
は
互

い
に
通
達
を
行
い
、
協
力
を
し
て
速
や
か

な
災
害
対
応
に
勤
め
ま
す
。

　

本
協
定
の
締
結
や
今
後
の
取
り
組
み

が
、
北
見
市
に
よ
り
一
層
貢
献
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
締
結
ま
で
は
、
平
成
30
年
に
発
生

し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
て
本
学
の

支
援
活
動
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
や
、
今
年
４
月
に
北
見
青
年
会
議
所
が

開
催
し
た
定
例
会
に
本
学
が
携
わ
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
書
で
は
、
平

常
時
に
お
け
る
協
力
と
災
害
時
に
お
け
る

協
力
の
２
つ
の
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
常
時
に
お
い
て
は
互
い
に
行
う
地
域
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 Viva Kango

日
本
看
護
学
教
育
学
会

第
35
回 
学
術
集
会
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 Viva Kango

北
見
青
年
会
議
所
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
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 Viva Kango

納
税
制
度
を
活
用
し
た

ふ
る
さ
と
北
見
応
援
寄
附
金


